
o
も

，1

であつて，此の中（3）は此の鉱石の使用上最も大きい欠

点となつており，此の鉱石を使用した素地は粗藥に縮裂

が入り易いとも言われている。

　　　　　　　　　　　　　　7．『鑛1　量

’比重・＝2．4，1採掘率＝75％，選鉱実牧奉＝80％とする

と3級域上の鉱量及びその可採鉱量は次の通りであるo

　（附記）三光石の名称に就いて．

鉱物組成から観て此の鉱石を三光長石叉は三光陶石と

西部鉱体｛纒顯

中頬体慶雛
東部鉱体．

計

錬量
（万t）

2．0

3．7

25．2
7．4

　？

　　万t

38．3

可採鉱量　（万t）

鶏瀧内・級・・6

1劉予想

　　　P

23。0万t

呼ぶ事は適当でなく，寧ろ三光石と呼び度い。

』
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　　　　　　　　　　要　　旨

a．’本調査は昭和22年秋朝本所炭田調査会によつて施

　行され更に翌年夏期部分的の再調査が行われた。

b．調査区域は塞知郡芦別町に属し塞知斯の北側に於い，
　　　　ペンケホロナイ
1て吏流辺漢幌内河の上流部，磐の沢の流域を占夢る約，

　一2km2の範囲であるo
　　　　　　　　　　　　　　パンケ。．調査区域を含む辺漢幌内一班漢幌内両河間の約5σ

　km2の塔域は甑に明治炭砿（上芦別鉱）油谷鉢業（油谷

　芦別鉱）により部分的に採掘され，又三井鉱四（黄金

　鉱）三菱鉱業（辺漢鉱）により大規模な開発計画が樹立、’

され請密な企靴調母経て飾の段階1こ移らんと

しているが，本地域峨國にとつて残された高雌歴

繊埋藏区とレて関心を撒れ蘇になつた6は諮

　戦後の事に属する。

d．主要爽羨暦は石狩統下部印ち美唄若鍋及び夕張來炭

　層に対比されると考えられる．脚沢，石炭沢及び鏡添の

　3來炭暦（上位→下位）であつて，南北方向に偏長した

．窓隆構造を示す。該構造の北孚部は上部鮮新統二滝川

　層が康蔽して下位地暦の相貌を隠すが，南牛部では北‘

　西及び北東両方向の正逆断窟群により幾多の小地塊に

　別たれる。特に東翼部は南北方向の木梅造線によつて

　中新統一中の沢泥岩層と接し，炭暦の連続は断絶するQ

e，崩沢爽炭暦は8炭層（炭暦の厚さ0，3パ2．7’m）を挾

　有し，特に雫部のものは主要炭層として良好な粘結炭’

　であるが，処々炭暦の分岐合一の変化を見る外，断暦

　により連続陰を欠く事が多い。近く磐沢両側に於いて

　三菱鉱業の大規模採掘が行われる筈である。石炭沢爽

煽炭暦は主要炭暦7（炭暦の厚さ，0．3｛・3、7函）を数え7油

　　谷炭砿の稼行炭麿を含み，、南北性の軸を持つ緩い波状一

　　摺曲を示している。・油谷炭砿の開発嫉22年春に始ま一

　　つたが，23年3月には月産12，00G　tに蓬iし第1，2及

　　び3坑の坑内採掘現場と1露天掘現場を特っている。

　此躍進は採掘に好適な地質構造特に炭磨の殆ど全部が

　水準上に賦存する等の利点による処が多い。炭質は一

　　般に歴青炭に属し，粘締挫を示すものが多い。特に1

　　番暦に就いては，会証側の資料によれぼ，輪西製鉄所

　　炭質試験の結果製鉄用原料炭として使用し得る事が証

　　明されたと書かれてあるQ

　　鏡沢來炭暦には石炭と炭質頁岩との不規則互暦より

。　成る数厨を見る。石炭部分は良質であるが，’薄く且つ

　炭質頁岩と分離不可能であり，更に方解石の網病細脈

　．を含む部分多いので恐らく稼行慣値1こ乏しい秀のと観

　　察した。方解石脈の成因は爽炭暦成生後の輝緑岩（部

　　分的に蛇紋岩化している）逆入に関係ある熱水作用の

　　影響によるものと：考えている。

　f．ド調査全域の炭量は現在計算中であるが，可採炭暦の

34
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　　みに就て概算した結果では（地並以下500m迄）確定実

　　．牧糎1・420・900t・理羅豫量9・230，000t・理論

　　・予督炭量80，130，000tとなるo

　　g．』今後の精査により，淡量壇加の可能性，F特に各地塊－

　　　來炭暦の相互関係を確認する事により，伏在炭暦に就

⑬　　　て推算した炭量が格上げされる見込は充分に在る。而

　　旭筆者等の到断によれば，下部右狩統の炭層は霊く操

　　　掘可能齪度内（少なくども地並下600m颯内）に伏在す

　　　る事となるから，之を今後計画的試錐作業によgて確’

　　　認するならば，粘結炭乃至高品位歴青炭の包藏地域と

　　　しての慣値は著しぐ高く評贋されるに到るであろ5Q

、’　　　　　　　1．一緒　　言

　　　調査地域は室鄭郡芦別町に属し・該市街地の北東方直

　　踵約5km磐の沢・鏡沢の合流点を中心とする面積約旭

　　k荘i2の範囲を占めるが，本地域を含む班漢幌内及び辺漢

　　川聞約50km2の地幣が高品位歴青炭壼地として喧傳さ

　　れ，嗣時に其の厨序が問題となる穣になつたのは絡載後

壷　　の事である蔓本文は昭和羽年鉛～12月に亘る聞油谷炭

　　鉱開発の初期に行つた調査の紐報であるが，爾来地質調

、査所では本弛域一帯の資源的重要性虹鑑み，毎年調査班．

を派遣し，少くとも室鄭川北側地域の全貌を把握し様と

努力している。叉三井・三菱・明治等の諸赴も鏡意自己鉱’

区の企業化調査を実施し，更1こ大規模な操掘計画を実行．

しつXあるので，此処数年後には該地域の様相は申変す

纏鞭ある。從魔本轍轍や1く上梓餓されるに、
至つた今日に於ては既に旧聞に属し修正或は追補すべき

、点も少くないが，之等は一括し七本報告上梓の際に譲る

事として7本文では昭i和22年」／5000案測図による養周査範

9囲の概要を報告（一部23年8月地質班ゐみ再調査修正）．

するに止め塵・轄の型式峨暉査嬉時め樺に從一、

つた。なお本調査の探鉱関係は沢由魑三氏，測量は清水

道也，立花栄一の両氏が担当した。

　　　　2．地質　（附図1，附図2参照）

　＆）概読　本地域は，辺漢川に滑う北西性の構造線に

よ身，F東芦別地区として室知地区の一蝶構造とは隔絶し

た構邉地塊をなしている。調査地域の北牛部は滝鵬暦が

被い，東縁部は川端統の中ノ沢泥岩暦が分布している

他，下部石轍に属する惚樫梅欲炭層が脚沢

墨量壷繭・』1，鵡象。、．

／

、綜、誤

～
鼻
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、

第1図　室知淡田油谷地区地質園
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塊状中粒砂岩を爽む』炭層は8層あるが主要炭

齢稲隔もので之等は処に測合一し，膨大騒も

の㌧樵である（三菱鉱菜王曇爽炭層〉
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帯褐灰色頁岩を主とし帯青灰色中粒砂岩を寄タミむ

頁岩は縞覧尺で時に砂岩に変る．圭要・炭層7層’で老飢し

て良好な塊炭fあるが炭質の笈化層厚の薦縮甚

だしい様である，（油谷炭砿主要文炭眉）　’
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ヌ石纈雛粧と賛灰鹸胤の互駅炭類
ス　　

1岩数層を奥む

簑、

1
．

1◎鏡沢來炭屠本暦は鏡1

沢及び二叉沢の上流部に分布

し，上述の鐘沢に籍交する北

微西方向の背斜構邉の北翼と

して1伽》20。の角度で傾斜し

ているじ本暦の上部は東鋤と　　　恥

西南側に於いて断暦で夫々鏡

沢及び石炭沢來淡暦に接し，

更に北側の上部暦は滝川暦に

より被われている0

　20石巌沢來炭暦　本暦は・

石淡沢及び鏡沢中流部に露出

し，その北及び南側は北西性

断暦により叉東．と西は南北性

断磨により鋤られ細長～・分布

、をなしているo鏡沢に澹5略、

南北方向の南へ傾いた顯著な』

暗灰色泥岩

第2図　室知炭田油谷地区地質柱黙図

　上流附近を中心に弩薩性背斜構邉をなして発蓬してい

豹　るo叉鏡沢上流部には蛇紋岩化した輝緑岩が認められた

　が1詳細は明かでない。恐らく後II櫨一滝川期前の遊

　入にか瓦るものと考えられるげ

　　b）地質構造本地域は南北に閉じた規模の大きな鞍
　’款構彊をなし，之を載る北西性断暦更に之等を鱒位させ

　　　　　　　　　　　　　　　　　じ　た南北～北東性断暦群により幾多の小地塊に勇れてい

　る軌中央及び其の南方準続部は複背斜の頂部≧考えら

　れダ地暦はゆるい波購造を示している。北牛部は鏡沢

　，の上流を中心に北に閉じる傾向を持g背翁構造を示して

　いるo
　　　　　　　　　り　　C）1來炭層、（附図2及ぴ3参照）

背斜構造が認められ，東翼は

、・東方へ1σo一’200傾斜するが，

西翼は鏡沢北西方に於ては南

北憐の緩㌧破状摺曲を示しつ

X特に石炭沢を中心にゆるい

（傾斜5飼β。位）鞍欺構造を示

し全体として西傾している◎

　30・崩れ沢爽炭層、本暦は

磐の沢蠣寮そ魎側に背
斜の両翼≧して最も広く分布

するoこの沢より崩れ沢に亘

る区域及び金剛沢方面では，一

炭層の発達よく可採炭暦5｛’

6暦を数え得るが，ノ」・規模の、

幾多の正逆断層により反覆叉

は断絶或は欠如していて’，』炭

暦の賦存駄態ほ安完している

とは云えない。金剛沢よウ北方八手那に亘る間は北東性

と南酷との断駄ゆ数個卿塊紛たれてい頚
概ね磐の沢に沿5背斜の西翼として約200倖西或は北西

方に傾斜している。

　　　　3・炭暦　（附図2，3参照〉
甲　鏡沢爽炭層　本層中に発達ずる炭暦は大部分薄炭

層と濠質頁岩との不舞則互暦である汎其中可採崇暦と1

見倣し得るものは蝦下部に1暦（1番暦）あるだけ矯，他

は全体として淡質頁岩暦と称すべきもの宅ある。1番暦

は嘗て稼行された模様で，・1臼坑は鏡沢の西岸に数坑東側

，に2坑認められ，その1に炭暦の歌態が5か黛われる程

度で他は殆んど詳細が到らないが，鏡沢の西岸では品質

癒
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瀕下レ（いる様衝る・本暦は騨を脚ρて献よ』

り北西に250m追跡し得るが，鏡沢の西側では断層で寸
断されつ工走向，N．晒傾斜に難するものと灘さ＼

れる。

　b）　石炭沢爽炭暦　油谷炭砿の主要稼行炭暦を含み，

　　　　　　　　　　　　ヤ各炭層は一般に安定し而も良い塊炭であるが，一部縞朕

をなすもgもある。炭暦厚はq．3～3．7卑である。，

　主要稼行直域である第2坑は石髭沢を横切る北轡西断

暦の北側で，南西側の第1坑区域に対し隆

　　　　　　　　　　　　　　　　　＼’，起しているの宅，下部の炭層（1ヤ2番暦一

部3番暦）濯けが発窪し，上位の炭暦は削

鏡沢來炭層

鏡沢の東測　鏡沢の西側
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　o）崩れ沢來炭暦　本暦中り炭層ば変化に富み，金剛

沸区域では約8鳳内下牛部の5暦を注要炭暦羨層厚は

一般に0・3パ2・7m）数えられるが，磐の沢を越え東側に・，

亘ると主要炭層は互に相近接し其等φ大部は同一・層1；含

し山丈10～13mにも達する事があり，叉8番暦は3枚

の炭暦の如く分岐号る等の変化が見られる。而もそQ傾

斜延長は藩しく複雄を極めていると予想され・地表調査

のみでは賦存状況，炭暦対比等に正確な判断を下す事が

　　　　　　石炭沢爽炭層・
　　　　　　　　　　　　　　　　　、磐の沢及一坑㌦・二　　　t　　　　　．二又沢
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第3図の炭柱及び炭層対比図

剥されている。多少波1伏摺曲をしている

が，大観してN500W，SW　loo以内の走

向傾斜を示している。第1坑区域は之と逆

に北西方に從づて走慮は東西性に変り，傾
網ヒヘ…位となり　翻までが認’ミミ＼

め得られる。第3坑区域は表土深く，炭調　　　『　　、

もおくれ確実な資料に乏しいが，1～7番暦

までが膨縮相接し，その1蔀は或は合一し　・

ている様に観察され，走向N40～700E傾斜SE10醒609

の変化を示している。
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第3図（2）炭柱及び炭層対比圏

・困難な程である。＼

　　　　　4・炭の外観及び炭質．

叉

爽炭層’炭層名 色一ρ光沢陶度購の麟の腱矧 、組 織 隔考

騨蝦層段輩1嬰 強　　難、 図mm位の淡質頁岩ど砂蟹との列屠
弱 1石淡と炭質頁岩との互層よりなる縞歌炭

　　　　　　r37
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　下牛部は良好な均一塊状の筋なし炭で輝
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次は本所化学課に捺ける工業分析結果である6’

來炭暦

鏡沢來
炭層

・炭暦名’操　取　地』

2番暦
1　グ

鏡沢上一流
鏡沢東側旧｝第

　　7　ヴ　三　坑　・区・，域．，、石

炭＊2〃 一　坑．（坑内）
沢　露〃　　〃　．露天堀
爽　，
1炭．、1〃・憎坑石炭沢
暦戦“’二坑（坑内）

崩
れ

、沢

爽
炭

、膚

8　〃

5〃
〃

4〃
2．5ク

・1．〃

八
， ツ・手沢
金　 剛　 沢

崩　れ　・沢
金』剛　沢

1
、
　 の　 沢

金　 剛1．　沢畠

水分％

2．10

14．81

8。．03

1。43

4，09
81194．

1．19

2．20

11。86

10．69

4．83

7．57

3．50

荻分％揮発分％

66．37

31．86

65。73

11。25

34．76

11．44

15．27

2．53

6．12

14．50

31．50

23。84

54．58

「16．02

24。38

固替素硫節

磁。00

・33．95

13．64　1名・60

30．23　　　57』09

24．42　　　36，71

30．62・48．17

30．24　　　54。54

31．69

33．04

28．28

27．55

29．65

17．36

63．58－

49．33

46．53

38．19

38．93

24．50

0．36

0．24

0．03・

0。48

0．2蔓

、0．46

0．39

0．47

0。3t

O．26

0．32
．0．24

0．37

一発熱量
Ca1

2270・

45801

1490

7130・

4480

5555

・6815

r友の色

淡隅

褐

〃

淡福

〃

〃　『

〃

7870　赤謁
・5760・　褐

5280・淡褐
、4685　し　〃

5170　　，〃

3040　〃

コPク
ス性朕

・弱粘

不粘

　“　
脅

膨粘’・

弱粘

不粘1ド

、膨粘・

〃一

不粘

“1

〃

粘

不粘

し

　＊坑内試耕

　　　　　5。：炭　量
　目下炭田探査審議会決惣4よる炭量算定基準に從い計

・算中で疹るため詳述出来ないが，概算の数値を示せば次、

ーの如くなるo、

’爽炭層

崩れ沢
石炭沢

．伏在する
石炭沢

　合計

各炭層
平均炭
丈の合
計（m）

9．0

9．5

、8．0

蝦暦の副縮雛湘舗蓉輔の講響、磐万・

6，092，780

．2，7462139

1，259，100

50

70
　640
133233

1563，2212

‘950　1366

5500

142　9238013
　　．1

5500

9078

．叉油谷炭砿鉱区内に就いで概算すると

墾磨鐸轡纏　畢難・

　　　　　　　　　　180180　　　　285，450樹れ沢9・0
　　　　　　　　　　570700　　　　　　　　　18　　　　　　　　112　　　　　　　75　　　　1，332，5エ9石炭沢9・5
　　　　　　　η伏在する伊F8．0，　　　　515，β00　　　　　　　　　　　540　　　　　　　　　　540石炭沢

　　　　　　　　　　　1420　　　　　　　　　　12go　　　　　　　　　18　　　　　　　　112．合計
　　　　　●　1

ノ　ー上表の推定，予想炭量は理論炭量である。

　　　　　　6．稼行謡夫況．
　昭和23年夏期に於て調査地域内で稼行中及び採掘準
　備中のものは夫々油餐芦別，三菱麺漢の両衆鉱で，油谷．

　炭鉱は石炭沢來炭暦の2・3・4番暦を第1杭で・又薯番層

　を第2・第73坑区域で夫々水平坑道によ鋲黙していろ

他，石炭沢南側で2番暦を露天掘採炭，叉一の沢に於い

てほ講負組によつて埋没旧坑を再掘探炭中である。なお

F鉱区全域に亘り炭調作業を実施し亡いる。三菱炭砿も地　P

域の南蔀で昭和22年末詳細な調査を施し，玉芦別駅よ

り引込線軌道の布設工事やブ部探炭坑道の掘進試錐等を

実施し大規模開発準備中であつた。

　　　　　7．結1論
　本地域は塞知炭田の北東隅を占め・緩慢な複背譜の頂

部を構成する孤立した構造地塊をたL亡いるものと考え　＼

　　　　　　　　コガネられる。最近本地域の北方班漢黄金地直及び地域南孚と

その深ケ先部は夫々三井，三菱両瀧で精細な調査を施行

fし，同地域の地質は明かにされつXあるが，本地域の爽、

巌層の地質時代に就いては未だ離を得ぬ模様である・ン、

筆者等の調査に於いても結論は得られなかづたが，岩質

地暦の配列・含有化石等の綜合的見地塑ら辺漢含化石暦　　，

，＝下部蜆介膚，崩レ沢爽炭層工美唄來炭層と考え度いo更

曙駅泥岩膣若鍋介怖鳳嚴測（糖積鰍’
炭暦，或は若鍋十夕張爽炭暦り一→部，鏡沢來炭暦モタ張爽

炭麿，鏡沢泥岩暦＝幌加別頁岩層に対比し得る公算が天・

宅ある。邸ち油谷淡鉱の現在稼行中め炭暦は若鍋來炭暦

、．り榔灘娠蝦脚獅叫の拷え脚幅三．
．菱に於いて準備中ゐ一の沢乃至崩れ沢方面のものは美唄．

來炭居及び若鍋タ化石暦のものを含むものと思われる。

1なお郎述の如く本地域の餐地層は瞬々水平で，、水準上、

』の炭量は比較的多いが断暦で裁られ深部への推定は隊定一

・されて》・るので将来の合理的開発のためにほ各地塊毎碩

暦騨雌鰹れる伏歓糟を早急際査強必要が
ある。今後企業化精査・肖生物学的研究と乖行して試錐　、

により沓地塊毎め伏在炭層を把握すれば・本地域の確認、、
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撰量購し幡対る筈である・駅して後炭田として

の正しい判定が下し得るものであろ50

　　　　　　8．意　昆
　調査地域は北西・南北～北東性の断履で多くの小地塊

に分れ，複雑な構浩を示している爲，層序読量にはなお

・多くの推定因子が含まれている。今後之等の不明事項を

　　　　　　　ヒ具体的に確認する事は辺漢一班漢全域の綜合開発に不

可欠の事で，例えば鏡沢・石淡沢両來炭暦の関係，鏡沢

爽炭暦以下g探究，崩れ沢・石炭沢両來炭暦の関係等ほ

少くとも，早急に試錐を施行して明かにする必要があるo・

　油谷炭鉱の現在の採掘範閉は良好な状況下で容易に採

淡出来る瓜、現状に甘んぜず上述の如き試錐精査を施し

て伏在炭暦を確認し長期採炭計画を樹立する必要があ

る0

　　　　　　9．炭褒各論
　油谷芦劉炭鉱　昭和22年秋期現況，r部2＄年調査に

よりi追補o　　　　　　　，　　1．．
”
a
） 鉱区

登録嗣位置悔樹蝶儲 備考

　　キ試鞠儲纒黙叫？纈灘聾鷹欝黍

　　　、同上脚2握鉱瓢　　　　　　　　　　　　　　同上稼採登4隻6
　　　　　　　　　　　　　　行中　＼

b）』溜革　発見年代は不明，大正8年日産化学工業株
　　　　　　ミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も
式会赴で開坑，同卸年中止，同13年着手，同め年i水

害の爲再中止，其後幾度か鉱業権者が変り，昭和21年

現鉱業権者油谷農介氏の手に遷り現在に到った。

c）　位置交通　本炭鉱は北海道室知郡芦別町に在り，

裸室本線芦別駅の東直距5。2km芦別市街地東を北流す

る室知川支流辺漢幌内川の上流磐の沢の東側一帯を占

め・芦別町からト「ラックを通じ（糸勺6km）更に山元一芦別

駅工場内の索道架設計脚難められ叉三菱計画の上芦別

・一盤の沢間鉄道線の延長利用も予定され，－交通渾搬共に

・今後釜々便利になる見込である。　　　、，

　d）稼行状況（主として昭和22年調査の際の現況）

　「坑道」　9坑開坑され何れも水平坑道で，，その大部分

は夫々坑内で蓮絡している。其の各々の延長は次の通り

である。

笙轟号劉劉墾坑醐零片1新肇鎚
坑1躍15剖7穿坑團g剖5鍵坑2～

「採炭」

種類に採掘方法』麟方法（備考）、

坑醐難響断綱m獺瞭らし縮
露天堀麟灘押嘩ブル判

r蓮搬』1翅卜一（手押蓮搬）→1玩百際野積レ

　　　　　（トラツク）ぐ（エン1レス5。。通）→‘索道6km）遜貯魏．

「排水・通気・照明」大部分自然排水，自然通風で部分

的に手廻し扇風機を用いている。電気安全燈を使用し，

坑内自体の点燈はない。一

r出炭状況」　　』、

劇昭23・4

目標t

実績t
％

600t

O
O、伽

司
600・

542

90

61

600

632

105

71

600

1071

178

8

600

1536

258

9

600

1879

313

10

3000

3744

・124’

、e）意見　当炭鉱は旨な歯浅いにも拘らず，月産3700、

t（昭和23年3月はち2000tに達す）を示し釜々今後暦・

産を期待されるが，今までは坑道水準上であり，露天堀

の出炭が加つてい驚ので容易であつた。今後は旧採掘跡　　．

や濫掘の嫌いが見られた坑内ゑ漸次修正し機械化し・輸

蓬路の完備ゑ整え以て計画採炭に遇進すべきである。

556．943550．－8（謝）

、

o

o

R6s曲6

　　　　　　　　　　　　　o
天一北衰田淺茅野北郡地区調査

青　柳　信　義

Geology　of　the　Nort翫ern　Part．

　of．Asajiho　District量血

　Tem嚢oku　Co銭亙Eield，、

　　　　Hokk廊〔董δ．

o

　　By
lNob町osLiAoy乱9三

　Then・rthem’P＆rt・fAsaJin・dis毛ric右
c伽prise菖abq“む13km2・｛もhee8stemsl・pe、

・f’むheri舜gewhic与f・rmstheb・uぬrybeむ一

40




